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黒石すばるの会は、どんなことをしている会ですか？  

『 黒石に天文台を！ 』 

『 未来を担う子ども達に、本物の星空と 

宇宙規模の夢・希望を届けたい！ 』 
平成４年４月に発足したこの会は、黒石の子ども達をはじめ多くの市民のみなさんに、 

神秘とロマンあふれる星や宇宙の世界に触れ、夢や感動を与える施設として、市に公立 

の天文台を建設していただくための運動をしている会です。 

また、たくさんの市民が星や宇宙に親しみ体感していただくための様々な活動を行っ 

ています。 
 

 具体的にどのようなことをしているのですか？ 

① 公立天文台の建設運動（市への要望活動など） 

② 「星を見る会」の開催（子ども達や一般市民を対象に４月～１０月の毎月１回） 

③ 「星空情報」の発行と市内の各小・中学校への無料配布（平成１０年から毎月発行、現在２３９号） 

小学４年生以上の各学級に掲示を依頼し配布しているほか、公民館などや会員に配布 

④ 市教委主催の天文講座「銀河宇宙探検隊」への指導・協力（小４～高校生対象）＝人材育成 

⑤ 学校や各種団体からの星空観察会等の指導依頼に対する支援活動 

⑥ 理科教材の研究、天文に関する情報収集や提供 
 
会員になるとどんなメリットがありますか？ 

① 月１回、「星空情報」の送付…年１２回、星空情報を自宅にお届けします。 

② 「星を見る会」の開催予定の送付…「星を見る会の開催予定」がわかります。 

また、メール等でも当日開催するかの情報がいち早く分かります。 

③ 特別な天文現象の情報の送付 

日食や月食など、特別な天文現象があるときは、詳細な情報をお届けします。 

④ 総会への参加…年１回の総会はワイワイ楽しい集まりになっています。 

⑤ ペルセウス座流星群観測会 

銀河宇宙探検隊の男子中高生だけが参加できる「ペルセウス座流星群観測会」 

に参加することができます。 

⑥ その他 

会員間の交流や県内他団体・全国組織の団体の情報など、いろいろな情報を 

得ることができます。 
 
どんな人達が入っているのですか？  

現在の会員数は５０人で、１０代から８０代までと年齢の幅がとても広く、この内４割は小・中学校の先

生（ＯＢ含む）で、その他天文愛好家・一般市民となっています。また、黒石市内と市外・県内の割合が半々

です。近年は、人材育成として指導してきた「銀河宇宙探検隊」の修了者が１９人と増えています。 
 
入会には何か条件がありますか？ また会費は？ 

大学生を含む社会人なら、会の趣旨に賛同いただける方はどなたでも入会できます。天文や星に関してま 

ったくの初心者でもかまいません。ただし、年会費をいただいているので、高校生以下は入会できません。 

年会費は、一人２,０００円です。半分は、星空情報の発送費に使っています。残り半分で「星を見る会」

の賞品や備品購入・修理を行っています。 



入会しても仕事が忙しくてなかなか出席できそうになく、かえって迷惑に 
なるのではと思っているのですが？  
自分の仕事などをしながらの活動なので、負担が大きくなるようだと長続きしないと思います。そこで、 

“細くても、長い活動を、できる人達で”をモットーにしています。仕事の都合で直接参加できなくても、

その分職場や地域等ですばるの会のことを話題にしていただくとか、入会を呼びかけるなど、間接的に活

動に参加していただこうという考え方です。また、入会しても活動について強要することはありません。 
 
 
黒石すばるの会で、市に要望している内容は？ 

 
入会方法 
  会員を通すか、会長または事務局長へ直接ご連絡下さるようお願いします。 

 会  長  工 藤 能 継 

〒036-0344  黒石市大字高賀野字高田112－1   TEL 0172-52-7886 

事務局長  工 藤   剛 

〒036-0344  黒石市大字高賀野字高田108－1   TEL 0172-52-4485 

市に対する要望はこれまで６回行いました。その内容や状況は以下のとおりです。 
 

【平成４年２月～１１月 黒石市長や教育長へ計４回にわたり要望・提案】 

《市が計画している生涯学習センターに、公立の天文台を設置していただきたい》 

・天文台の必要性・意義と可能性(学校理科教育･団体･個人のネットワーク化､星のまち黒石)    

  ・メインの天体望遠鏡を口径２５cm屈折式とし、具体的な設備や機器の一覧と経費試算 

  ・夜間の利用（開かれた天文台）と科学館的付帯設備の整備、専任職員の配置など 

《天文台の運用計画も提案》 

  ・天文台が完成したときの運用の目的と基本方針、事業・イベント例 

  ・天文台完成までの体制づくり 

   （市教委への要望）・・・天文講座の継続、若年指導者の育成など 

  （すばるの会の役割）・・・市民観望会の開催、天文分野の情報提供、学校や各種団体からの指導依頼 

               に対する支援活動、指導者育成への協力など 

  ※上記の運動の結果、生涯学習センターの計画に天文台と科学館的な施設の設置が認められたが、 

市の財政難から凍結となる。 
 

【平成１５年２月 市長へ要望】 

《要望内容を見直し、東北・北海道で初の“図書館併設型天文台”を要望》 

・口径５０cm反射望遠鏡と小規模プラネタリウムの設置 

・図書館と天文台の有機的な運用により、両施設の機能や付加価値を高める 

手法など 

※市ではその後も財政難が続いており、生涯学習センターの建設計画そのもの 

が白紙撤回となる。 

   そのため、会としても市への要望より天文台実現の機運を高めるため、子ど 

も達や市民を対象にした「星を見る会」などの開催や人材育成を図る活動に 

重点を置くこととした。 
 

【平成２４年８月 市へ提案】 

 《市で境松の旧農業試験場跡地の利活用計画を策定するため市民の意見を募集。それに提案》 

・生涯学習施設に、天体観測室・簡易プラネタリウム等の天文施設（公立天文台）を設置 

  ・星空観察ができるように街灯の点灯・消灯が可能な多目的広場を設置 
 

平成４年の発足時から、長年“天文台の建設運動”を市へ働きかけてきましたが、残念ながらいまだ

に実現していません。しかし、黒石の子ども達のために天文台建設の夢を諦めることなく、これから

も全会員が力を合わせ、星を楽しみながら運動を継続していきたいと考え活動しています。 
 


